
ちぇけら
　大津の暮らしのなかにある
「check it out（注目！・見逃さ
ないで）」なヒト・モノ・コトを
発信する情報誌

特集：市民活動団体アンケート&協働提案制度を大解剖！

発行：大津市市民活動センター
　　〒520-0047 滋賀県大津市浜大津４－１－１　明日都浜大津１階
　　TEL：077-527-8661　FAX：077-527-8662
　　HP：http://movementotsu.com/ ＊平成28年度より特定非営利活動法人HCCグループが指定管理者として運営しています

vol.5

大津市市民活動センター運営支援会　会員募集中‼（通称：市民活動センターファンクラブ）
　市民活動センターでは、市民、市民団体、事業者、大学、行政等がよりよいまちをつくっていく取組を支援しています。
　◎会員特典：メルマガ／交流スペースにてオーガニックコーヒー（1杯100円）が楽しめます。

詳しくはスタッフまで

告知◆《ママの市民活動体験講座》Mama,Be Ambitious!
　　　　琵琶湖周航の歌100周年記念事業　住民参加のなぞり周航

Mama,Be Ambitious!　
今回の企画は、スタッフの市民活動をはじめたきっかけとなった出産や育児
経験からうまれました。ママの一歩踏み出したい気持ちを応援します！

《ママの市民活動体験講座》

企画担当：北野

スタッフおすすめの一冊をご紹介。
ぜひ、情報コーナーもチェックして

みてください！

①6月17日（土）　ママ大交流会 

ママ、 ビー　アンビシャス！
Be Ambitious!=大志を抱こう

②6月30日（金）　ママと一緒にまちあるき 

③7月7日（金）　 市民活動団体との交流会

《スタッフ：岡田》

お問い合わせ：なぞり周航企画実行委員会事務局　TEL 090-7114-2625（柳原）　

※2015年12月の最高裁違憲
判決を受け、翌年６月に改正。
女性の再婚禁止期間は100日
に短縮され、離婚時に妊娠して
いなければすぐに再婚すること
も可能となった。（後者は医師
の証明書が必要）

おっぴぃ～

情報コーナー
新刊が入りました

『無戸籍の日本人』　井戸まさえ／2016.1.10

①キックオフ

広報・宣伝力UP講座最終回「まわしよみ新聞」を持って
　　むつ先生（後列中央・右から８人目）と記念撮影！　

②遠足《よちよちメニュー　各回2,000円》 ③インターン体験《てくてくメニュー　3日間3,000円》

　民法では、父子関係を安定させる
という目的で「女性の再婚禁止期間」
が定められている。しかし、明治から
改正されず、時代に合わないまま存
続され、法律の裏で「無戸籍」となら
ざるを得なかった人々が日本に１万
人以上居るとされる。著者自身、思い
がけず我が子が無戸籍になってしま
ったことをきっかけに、相談を受け活
動を始める。それぞれの背景には、一
人ひとりの確かな人生があるととも
に社会や制度の問題点が浮かび上が
ってくる。

7月下旬～11月下旬にかけて希望日を調整できるので無理なく体
験できます（４時間/日）　やりたいことが明確に見えてくるかも？！
12月の報告会後に証明証を発行します。

忙しく働きづめだったころは見えて
いなかった地元のこと。
子連れで歩いて気づいた、まちの問
題点、不安。成長した子どもに、これ
からも受け継いでいきたい自然、歴
史。様々な新しい関わり方。

母親の今だからわかる視点、感覚を
ぜひ楽しみ、またそれを活かしてい
ただけたらと思います。

他谷恵津子さん（子育てネットワーク志賀
うりぼう代表）のお話し&楽しい交流会

参加費1,000円
（お土産がんばクッキー1袋）

参加費1,000円
（交流時のスイーツ付）

参加費無料

《インターン先》

①7月14日（金） 

②７月21日（金）

③８月（調整中）

《古株牧場》

《比良里山クラブ＋北比良グループ》

《オーガニックマーケットしが実行委員会》

・ホスの会（在日コリアン高齢者の集い）
・一般社団法人　比良里山クラブ
・NPO法人　あめんど
・まちかどプロジェクト
・オーガニックマーケットしが実行委員会

子ども
同伴OK!

すべて
午前中

①キックオフから続けて②遠足《よちよちメニュー》や③インターン体験《てくてくメニュー》
にご参加いただくとお得になる割引があります。（詳しくはチラシをご覧ください）
申し込みは、大津市市民活動センター（077-527-8661）まで

母なる琵琶湖への恵みと感謝の気持ちを込めて　次の100年へ　　
　明治26年（1893年）旧三高（現京大）ボート部によって琵琶湖周航が始まりました。
その後、大正6年（1917年）6月末の周航時に当時の部員である小口太郎が作詞し、当時
流行っていた「ひつじ草」の曲にのせて披露したのが「琵琶湖周航の歌」です。この歌は
昭和46年加藤登紀子さんが歌い大ヒットとなり、世に知れ渡りました。

住民参加のなぞり周航 6/24　大津～近江舞子（雄松が崎）　　　6/27　彦根～長命寺～大津
6/25　近江舞子～近江今津
6/26　近江今津～竹生島～長浜～彦根

ブランド開発のお話
               ＋チーズづくり体験

農業・自然体験
               ＋里山三段弁当付き

オーガニックマーケット開催秘話
                ＋自然体験

歌が出来て100年になる今年、企画や運営をすべて市民ボランティアで行い、ボート
やカヌーなど水上スポーツ愛好家や湖を生業の場とする漁師さん達が京大ボート部
ＯＢ，ＯＧと共に3泊4日で琵琶湖を周航します。各港では地元のボランティアによる
地域の個性ある歓迎行事もあります、多くの方の熱い応援をお願い致します。

大津 スタート/
　　　ゴール

6/24 近江舞子泊

6/25 近江今津泊

6/26 彦根泊

　活動のお悩みのひとつ《広報力》。
京都新聞・小川さんの「読まれるコ
ツ」からスタートし、むつさんの「ま
わしよみ新聞」、林田さんの「伝わる
キャッチコピー」を凝縮した講義と
実践で学びました。参加した皆さん
から「頭の中が整理された」 「まわし
よみ新聞を自治会やPTA他地域活
動で使いたい」「改めて自分自身の
団体について考えられた」など驚き
の発見や早速使っていきた
いという感想をたくさん
いただきました！　　　

満員御礼☆講座ミニレポート（4/14・ 4/21・ 5/12・ 5/19開催）

共感をよびこめ！ 広報・宣伝力UP講座

※ 各開催日の1週間前まで受付中
気軽に一回参加もOK!

大津市市民活動センター主催☆ママのための新講座がスタート！

車椅子に乗って商店街を散策。
普段の目線を変えてまちをみてみよう

インターン団体とのマッチング！
いろいろお話を聞いてみよう

なぞり周航企画実行委員会主催☆琵琶湖周航の歌100周年記念事業

6/30　
第１回びわ湖
音楽祭

キックオフ
「読まれるコツ」

実践編
「まわしよみ新聞」

実践編
「伝わるキャッチコピー」

http://hira-satoyama.net
http://npo-amendo.org

http://organicmarketshiga.shiga-saku.net

http://www.gambatta.net

自然と向き合い、
人力だけで琵琶湖を周遊



（団体数）

（団体数）

1月頃から受付開始3月頃から受付開始

詳しくは大津市のHPで掲載されています。
［市民部・自治協働課］　http://www.city.otsu.lg.jp/kurashi/kyodo/kyodo/teian/

「大津・将棋を孫に伝える会」　
　子どもたちに日本文化としての「将棋」を伝えて
いくことを目的に設立して３年目になりました。パ
ワーアップ事業も２年目になり、助成金等を支援
いただきながら、市民活動センターを拠点とし、月
二回の親子教室をベースに市内の施設を利用した
将棋教室や商業施設とコラボした将棋大会、縁台
将棋イベントの出展など、普及活動が定着しつつ
あります。将棋を通じて人と人とのコミュニケーシ
ョンの体験や日本文化の継承、子どもたちの健全
な育成を念頭に活動を前進していきます。

協働提案制度を
　　　知っていますか？

パワーアップ・市民活動応援事業で
活動中の団体さんへインタビュー！

大津市の協働提案制度について

なぜ、申請したのか
　　　教えてください。

みん
なの声

協働提案制度について、
ひと言どうぞ！

大津市市民活動センターで将棋教室開催中
（毎月第１・２日曜日14：00～15：00）

大津市の協働提案制度って
　　　　　　　　　どんな制度？

◯情報の収集・提供
　メールマガジン（週に1度発行。市民活動
センターの窓口にて登録できます）やHP、
情報コーナーにて助成金など市民活動に関
する情報提供。

◯相談支援
　市民活動に関する各種の相談（予約制）

アンケート結果より抜粋

ぜひ、市民活動センターを
ご利用ください！

　今回のアンケートでは、市民活動団体の現状や
課題の他、今後の意向や要望、連携についてご回答いただきました。
ぜひ、大津市市民活動センター《http://movementotsu.com》を検索
してご覧ください！

　アンケートの詳細はHPにて
近日、大公開！

大津市の市民活動団体の傾向を分析

　情報共有ができる環境整
備やお互いの活動の公益性
や連携の可能性について理
解を深めるような交流の場
づくりが必要だと推測されま
す。また、外部からの人的、社
会的資源を得て、組織基盤を
確立していく取り組みも必要
だと考えられます。

　大津市市民活動センター開設から10周年を迎えました。このたび大津市協働推進計
画が改訂されることから、市内の※市民活動団体へアンケートを実施しました。
ご回答いただきました皆さま、ご協力いただきありがとうございました。

◯調査対象：大津市市民活動センターの登録団体（団体）
　　および大津市内のNPO法人（団体）、計316団体
◯回収結果：有効回答数107、回収率は41.2％（回答率37.3%）

　制度について「知っている」が47団体、
「知らない」が40団体。あまり差がないこ
とから身近な助成金であるが、認知が広
がっていないことが考えられます。

　「事業の規模を広げたい」より「自己負
担を削減したい」や「団体のPR」がもっと
も多い理由に挙げられていることから事
業の展開や拡大よりも団体運営を補う意
味合いが強いと考えられます。

※市民活動団体：営利を目的とせず、社会的な課題の解決に向けて、市民が自発的、自主的に行う、
不特定かつ多数のものの利益の増進に寄与することを目的とする活動団体。

活動の中での課題は
　　　　　　何ですか？

　「中心で活動する会員が少ない」「高齢化」「新
しい会員が増えない」といった人に関する課題や
「活動資金不足」といった資金に関する課題が多
く挙げられました。事業展開や拡大より既存の事
業や団体運営の継続に対する《人と資金》につい
て課題となっていることが考えられます。

今後の活動で重視している
　　　　　ことは何ですか？

　課題と重なり、「会員やボランティアなど
の担い手を増やす」が多いことからマンパ
ワーを重視していることが考えられます。
その他に「活動のPR」や「連携の発展や新
たな連携」を重視していることから、活動の
理解や情報共有、社会に対する発信力や提
言力を高めていきたいと考えられます。

　協働提案制度について、活動や収入規模が小さい団体でも運用できるような制度
設計が求められていると考えられます。協働提案制度に限らず、行政との連携につい
て財政面や広報面で大きく期待されていることから手続きの簡素化や明確化、総合
的な窓口設置を求めている意見が多く、常時相談や協働で企画が進められる体制づ
くりが必要だと推測されます。

特集：市民活動団体アンケート&協働提案制度を大解剖！

　私たちの暮らしやまちにある問題や課題について、自分たちで
できるアイディアを市に提案し、お互いの得意なところを持ち寄り、
足りないところを補い合って、ともにまちづくりを行うための制度
です。　

みん
なの声

連携について、ひと言どうぞ！

◯地域の活動団体やサロンが利用できるような5万円ぐらいの補助が欲しい。

◯他のボランティア団体との交流
　を積極的に行いたい。

　市内の市民活動団体は、任意団体が70団体、NPO法人が27団体、認定NPO法
人5団体、その他の法人が5団体。
①専従スタッフがいない：59団体（55.1%）、②年間支出額が300万未満：70団体
（65.4%）、③事務所が個人宅：45団体（36%）、④会員数が50人未満：63団体（
60,7%）を占めていることから、事業規模が小さい団体が多い。また《連携》に焦点
を当てると「行政」「市民活動団体」「民間」の順に重視されている。

　《任意団体》は会費や事業収入が収入基盤となっている
他、「収入なし」や「20万円未満」の団体が多く、収入基盤
が小さい団体が多い。《法人格有》は委託収入や寄付金収
入、助成金など差が大きく、収入規模が二極化している。
　《専従スタッフ無》は活動がボランティアでまかなわれて
いることが予想される。したがって、高齢化や人材不足とい
った人（マンパワー）に関する課題が重要視されている。一
方《専従スタッフ有》は事業規模が比較的大きい分、収入や
連携に意識が高く、資金不足が重要視されている。

（団体数）

法人格有 37

法人格無（任意団体） 70

法人格の有無

スタッフ有 37

スタッフ無 59

専従スタッフ

◯資金が少ない団体にとって補助率100％でない助成金は敷居が高い。
◯書類や事務手続きがややこしい。もっと簡素化してほしい。

◯分野を超えて様々な連携を深
　めていくことで協働活動が進ん
　でいくと思う。
◯時間的、人的余裕がないのが
　悩ましい・・。


